
14 Family391号 2019.10.20

ツボランティアならではの魅力。特にオリンピック・パラ
リンピックのような世界的なスポーツ大会では、普段の生
活環境では出会えないような人たちと知り合い、共に活動
することができるチャンスです。人間関係が会社や家庭と
いった日常生活圏に偏る中で、性別も国籍も年齢も社会的
な地位も多様な人とつながることは、大いに刺激になるは
ず。社会の一員として何ができるのか、自らの存在意義を
問い直すよい機会になるかもしれません。

ボランティアをやってみたいけれどどうすればよいのか
わからない人や、最初の一歩を踏み出す勇気がなく、躊躇
している人は多いのではないでしょうか。そんな人たちに
とって、世界的なイベントであるオリンピック・パラリン
ピックは、思い切ってボランティアを始める、よいきっか
けになります。私自身もロンドン大会で初めてボランティ
アを経験しました。「派手だしワクワクするから」という理
由でしたが、そこでどっぷり楽しさにはまり、以来ソチ大
会やリオ大会といったオリンピック・パラリンピックだけ
でなく、地域のチャリティマラソンのような小規模なイベ
ントでもスポーツボランティアをやるようになりました。
大会が終わっても、引き続きみんながボランティア精神を
持ち続け、折に触れて活動することが、市民の社会に対す
る思い入れや愛着につながります。
きっかけは「楽しそうだからやってみよう」で十分。例え
ば学生なら、時間が自由になるからとか、就活の時に有利
になりそうだとか、ユニフォームがかっこ良いからとかで
もかまいません。どんな世代でもボランティアをすること
で必ず得るものがある。自国で開催される東京2020大会は、
ちょうどよいきっかけだと思います。組織委員会が運営す
る公式ボランティアの応募は締め切られましたが、それ以
外でも各自治体や団体などがボランティアを必要としてい
て、これから申し込みができるものも多数あります。ボラ
ンティアをやってみたいと思っている方は、思い切って始
めてみませんか。

スポーツに限らず災害現場や地域活動など様々な場面で
活躍するボランティアがメディアで取り上げられるように
なり、「ボランティア」という言葉も浸透しました。とはい
え、無給で働く労働力と捉える人もいるなど、正しく理解
されていない面もあります。
では、ボランティアとは何なのか。ボランティアを定義

付けるいくつかの要素の中で、特に大切なことが2つある
と私は考えています。1つ目は公共的な意義があること。例
えば災害で家や食べ物がなく困っている人たちを助けるの
は、ヒューマニティとしての公共性に共感した行動と言え
るでしょう。2つ目は、ボランティアの語源でもある自主性
（Voluntary）です。無理やりやらされるのではなく、自ら手
を挙げる。それは公共性に対して自分自身が合意した結果
であり、同時にボランティアをすることによって自分が何
を得られるか、あるいはどのような貢献ができるか、そう
いった自己実現の目標が自主性につながります。この2つ
がないと、ボランティアは成立しません。
さらに付け加えるとするなら、お金のためにやるのでは

ないということ。ボランティアにお金が支払われる場合も
ありますが、それは交通費など経費のサポートという位置
付けで、収入ではありません。同じ作業をやるにしても、お
金をもらうことが前提のアルバイトとは出発点からして違
うのです。

ボランティアが活動するフィールドは様々で、スポーツ
ボランティアもその1つ。世界的な大会のサポートをはじ
め、各地で開催されているマラソン大会の交通整理や給水、
地域の少年野球のコーチなど、活躍の場は少なくありませ
ん。スポーツにはプレーする楽しみや見る楽しみだけでな
く、「支える楽しみ」もあり、ボランティアは単なるお手伝
いではなく当事者として選手や関係者、観客と一緒になっ
てスポーツに参加し、楽しむことができるのです。
スポーツを愛する様々な人と仲良くなれるのも、スポー

西川千春 氏
Profile

豊かに生きる
誌上セミナーHUMAN

HUMAN

ボランティアの二大要件は公共性と自主性

ボランティアの活躍が
大会の成功を左右する

オリンピック・パラリンピック東京 2020大会が近づいてきました。主役の選手たちに
注目が集まる一方、大会を支え、盛り上げるために欠かせない存在なのがボランティア
スタッフたち。近年の大会では、熱戦を繰り広げる選手だけでなく、ボランティアの活躍
が大会の成功を左右するとも言われるほど。人々の関心も高く、東京 2020大会の組
織委員会が募集した公式ボランティアには国内外から20万人以上の応募がありました。

慶應義塾大学法学部法律学科卒業。米国アリゾナ州立大学サン
ダーバード国際経営大学院国際経営学修士修了（MBA）。1990
年に日本精工（NSK）駐在員として渡英。2005年に海外事業をサ
ポートする経営コンサルタントとして独立・起業。2012年にロ
ンドン五輪に言語サービスボランティアとして参加したのをきっ
かけに、2014年ソチ大会、2016年リオ大会にもボランティア参
加。ボランティアの楽しさややりがい、さらには日本社会への提
言をテーマに政府、自治体、大学、関係団体、企業への講演・アド
バイザリー活動を積極的に展開している。著書に「東京オリンピッ
クのボランティアになりたい人が読む本」（イカロス出版）。

公益財団法人笹川スポーツ財団特別研究員
東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会ボランティア検討委員

協力／公益財団法人笹川スポーツ財団　https://www.ssf.or.jp/

スポーツボランティアの魅力は楽しいこと

「楽しそうだからやってみよう」で十分

▶スポーツボランティアのススメ①
来年に迫った「東京2020大会」。世界各国からのゲストに対し、どんな対応でお迎えできるか。3大会連
続オリンピックボランティア経験者の西川氏に伺った「スポーツボランティアの魅力」を3連載でご紹介。


